
早急に対応する必要がある事業について、補正予算等を可決
９月９日に開会した令和６年第３回定例会は、12月19日に閉会しました。
　11月25日には、令和５年度決算が認定され、最終日の12月19日には、９月補正予算編成後の状況の
変化を踏まえ、早急に対応する必要がある事業について、補正予算等を可決しました。
　このほか、神奈川県こども目線の施策推進条例などを可決しました。

主な補正予算の内容
事業概要 予算額
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副議長

正副議長ごあいさつ

　令和７年最初の議会かながわの発行に当たり、皆さまのご健勝とご多幸を心か
らお祈り申し上げます。
　昨年を振り返りますと、能登半島地震をはじめ、本県においても８月に台風10号
による被害が発生するなど、頻発化する大規模災害への備えの重要性に、改めて
認識させられた年でありました。
　また、景気は緩やかな回復基調にあるものの、人材不足や、脱炭素社会の実現に
向けた取組など、引き続き課題は山積しており、県議会においても、県民の皆さま
の声に真摯に耳を傾け、諸課題の解決に全力で取り組んでまいります。
　さて、今年は、「東京２０２５デフリンピック」が11月に開催されます。これを契機と
して県議会では、すべての障がいのある方々が暮らしやすい、「ともに生きる社会
かながわ憲章」の実現に向けた取組を引き続き進めてまいります。
　さらに、今年は新たに、大学生に地方議会や地域政治への関心・意欲を高めても
らえるよう、県内大学と連携して、県議会議員との意見交換会などの取
組も進めていきたいと考えております。
　このような取組を進めながら、将来を担う若者をはじめ、一人でも多く
の方々に関心をもってもらえる魅力ある県議会を目指してまいります。

●神奈川県こども目線の施策推進条例（制定）
こども基本法の趣旨等を踏まえ、こども目線の施策※を推進するため、基本理念並びに県、
事業者及び県民の責務等について定める条例案を審議し、制定しました。

●神奈川県迷惑行為防止条例（改正）
社会情勢の変化に伴い顕在化した新たな迷惑行為に対応するため、公共の場所等における接待
を伴う飲食店等の誘引行為及び客待ち行為に対する規制の強化など、所要の改正を行いました。

※こども一人一人の立場に立ちその望みと願いを尊重しながら、こどもが自分らしく幸せに暮らせる
よう、こども、父母その他の保護者等を支援し、及び社会全体でこどもを育むことができる環境を整備
するために実施するこどもに関する施策並びにこれと一体的に講ずべき施策

可決した
主な条例案の

概要

議会報告会  ～県民の皆様と議員との意見交換を横須賀芸術劇場で開催～

動画はこちら

主な活動
第3回定例会

（うち10月12日から12月19日まで）

※決算特別委員会は10月10日も含む

決算特別委員会

● 令和５年度決算の審査

（10月10日～11月19日）

本会議

● 知事提案説明
● 代表質問（２面）
● 一般質問（３面）
● 議案の採決(４面)

（11月25日～12月５日）

常任委員会

● 議案等の審査（３面）
など

（10月31日～12月16日）

特別委員会

● 調査

（11月20日・12月12日）

本会議

● 議案等の採決（４面）

（12月19日）

　県民の皆さまに開かれた議会づくりの一環として、11月20日
に横須賀芸術劇場で議会報告会を開催し、55名の皆さまにご参
加いただきました。
　「地震災害対策の取組」及び「風水害等対策の取組」をテーマに、
安全安心特別委員会を開催した後、武田翔委員長の進行により
参加者と委員の意見交換を行い、テーマに関係した貴重なご意
見を多数いただきました。
　いただいたご意見は報告書としてまとめ、後日県議会ホーム
ページに掲載します。 議会報告会の様子

4,400万円
【継続費変更】34億7,000万円（R５～９年度）

※2億7,900万円増

9億9,727万円
10億3,766万円（限度額R６～９年度）

164億5,625万円（限度額（総額）R６～７年度）

6億3,094万円（限度額R６～７年度）

浦島合同庁舎（仮称）新築工事に関する継続費の変更
　浦島合同庁舎（仮称）の新築工事について、物価高騰の影響等による工事
費の増額に対応するための継続費の変更

県営住宅の建替えに関する債務負担行為の
設定等（県営住宅事業会計）

（1）県営上溝団地
　  特定事業費

（2）県営追浜第一団地
　  特定事業費

　県営上溝団地（相模原市）及び県営追浜第一団
地（横須賀市）の建替えについて、物価高騰の影響
等による工事費の増額に対応するための債務負担
行為の設定等

ゼロ県債の設定
　建設事業等の年間事業量のより一層の平準化に向けて、令和７年度当初
予算への計上を予定している建設事業等の一部を前倒しして年度内に発注
するための債務負担行為の設定

かながわ
議　会

県議会ホームページ https://www.pref.kanagawa.jp/gikai/
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（10月12日から12月19日まで）

神奈川県議会フェイスブック公式アカウント
皆さまのフォローをお待ちしております！

緑のハートのマーク　　は、県議会のマークです。緑は神奈川県の自然を表し、開かれたハートは、
県議会の活動で県民の皆さまの心を一つにつなぎたいという、願いが込められています。

1本会議、各委員会の模様は、インターネット中継でもご覧いただけます。 　https://kanagawa-pref.stream.jfit.co.jp/



代 表 質 問 会派名・選挙区は、質問時点のものです。
質問順は左上から下に続きます。

紙面の都合上、質問・答弁の一部を掲載しています。詳しくは、２月中旬に県議会ホームページに掲載される県議会会議録をご覧ください。

11月28日木・29日金・12月2日月11月28日木・29日金・12月2日月

県立津久井やまゆり園での
大変痛ましい事件を決して忘れず、
真の共生社会の実現に向け、
継続して取り組んでまいります。

ともに生きる社会 かながわ憲章ともに生きる社会 かながわ憲章
〜この悲しみを力に、ともに生きる社会を実現します〜

憲章全文はこちら

このほか

このほか

このほか

このほか

県立中井やまゆり園に
おける課題の解消

このほか

物価高騰対策

闇バイトへの加担防止対策
問

問

答 問

答

航空機の運用体制の早期確立、かながわの水源環
境の保全・再生の取組、能登半島の災害を踏まえ
た複合災害対策などについて質問しました。

犯罪への加担防止対策と今後の取
組について､警察本部長の見解を伺う｡

国が策定した新たな総合経済対策
を受けて､県として､今後どう対策を進
めていくのか､知事の見解を伺う｡

新たに追加された国の重点支援地
方交付金については､今後､国から追加
交付の規模等が示され次第､補正予算
の編成に向けて､事業者に対する光熱費
等の直接的な支援の継続をベースに､
本県としての取組を検討したい｡県では､
こうした補正予算により､県民生活や事
業活動を守るため､物価高騰対策にしっ
かりと取り組んでいく｡

答 関係機関等と連携し､学校での非行
防止教室や駅頭でのキャンペーンのほ

か､ＳＮＳ等の様々な媒体を通じた情報
発信を行うなど､幅広い世代への広報
啓発活動に取り組んでいる｡また､犯罪
実行者募集情報に応募した結果､脅迫
を受けて犯罪に加担しようとしている
者等に対し､警察への相談･通報を呼び
掛けるなどの対策を講じている。

当事者目線の障害福祉を実現する
ため､園が直面している課題の解消に
どう取り組むのか､知事の見解を伺う｡

利用者支援の改革として､園と本庁
の幹部職員がチームを編成し､支援改
善アドバイザーと連携しながら､職員教
育を徹底するなどの取組を加速させる｡
先月立ち上げた改革委員会では､医療
安全※1や栄養など各領域の専門家によ
り対応策を検討し､利用者の健康状態に
応じた対応のルール化を進める｡

公立小・中学校の
学校給食費の無償化
問

答

学校給食費の無償化を国に働き掛
けるだけでなく､実現されるまで､県と
して何らかの支援をする必要があると
考えるが､教育長の所見を伺う｡

無償化は財政負担を含め市町村の
判断となるが､東京都や和歌山県､青森
県は､無償化を行う市町村に独自の財
政支援を始めている｡現時点で補助等
を行う考えはないが、今後、これら都県
の支援の成果や課題を研究していく｡

妊産婦の自殺対策、県立中井やまゆり園の改革、
困難な問題を抱える女性への支援、土砂災害警戒
区域の適正化などについて質問しました。

農業振興のための温室の取扱い、観光と交通イン
フラの調整、自転車ヘルメット着用率の向上、包
括的性教育などについて質問しました。

地域包括ケアシステム実現への取組、今後の地方
創生、中小企業の生産性向上への支援、仕事と育
児の両立への取組などについて質問しました。

県の取り組む防犯対策等、スポーツを楽しむため
の環境整備、公立学校の外国語教育の充実、適正
な選挙活動の確保について質問しました。

災害時の孤立地域対策､妊産婦のメンタルヘルス
ケア､大麻取締法改正に伴う対策､介護支援専門員
の負担軽減などについて質問しました。

田中 徳一郎
たなか とくいちろう

自民党
川崎市幸区

このほか

望月　聖子
もちづき せいこ

立憲民主党・かながわクラブ
横浜市保土ケ谷区

吉川 さとし
よしかわ

かながわ未来
大磯町・二宮町

渡辺　紀之
わたなべ のりゆき

自民党
伊勢原市

阿部 将太郎
あべ しょうたろう

日本維新の会
相模原市南区

西村 くにこ
にしむら

公明党
川崎市川崎区

不適切保育の根絶への取組
問

答

不適切な保育の根絶に向けた取組
の強化について､知事の所見を伺う｡
不適切保育のわかりやすい説明を

記載した研修の受講を呼び掛けるチラ
シを作成し､保育所に配布する｡あわせ
て監査の際は､園長等に対し､全職員に
研修を受講させるよう促す｡また通報者
には､公益通報制度により保護されるこ
とを説明し､保育所に対しては､不利益
な扱いを行わないよう求める｡

教員の働き方改革
問 神奈川の教員の働き方改革に関す
る指針の改定をどう検討しているのか､
教育長の所見を伺う｡
答 時間外の在校時間が月45時間を超
える教員をゼロに､働きやすさや働きが

いを感じる教員を80％以上にしたい｡
そのため､校務ＤＸ※2の推進など具体的
な施策について､若手教員プロジェクト
チームの提言や市町村教育委員会の意
見等を踏まえ､検討している｡新たな指
針は､教員だけでなく保護者等にも理
解いただけるようシンプルでわかりやす
くし､年度内にとりまとめる｡

台風10号を踏まえた
流域治水の取組
問

答

台風10号による県内の河川の氾
濫を踏まえ､今後、流域治水にどう取り
組んでいくのか､知事の所見を伺う｡

激甚化･頻発化する豪雨に備え､流
域の関係者が協働して浸水被害の防止
軽減を図る流域治水に取り組む中で被
害が発生し､県は直ちに河川の流れに
支障のある樹木の伐採を行った｡今後
は､護岸整備を重点的に進め､取組を加
速化させる｡被災地域においては､地域
関係者による検討会議を新たに設置し､
対策の議論を集中的に進め､実践する｡

公共施設の共同活用
問

答

公共施設の共同活用をはじめとす
る市町村相互間の広域連携をどう進展
させていくのか､知事の所見を伺う｡

公共施設をデータベース化して共
有する取組や連絡会議の設置などによ
り､国､県､市町村間の広域連携が進む
一方､人口減少に伴い､今後は市町村
同士の広域連携がより重要となる｡県
は広域自治体として､市町村の自主性
を尊重しながら他県の先行事例の研究
を進め､市町村相互間の広域連携の
ニーズに応じた支援に取り組んでいく。

県の災害時要配慮者の支援
問

答

市町村では対応が難しい災害時の
要配慮者について､県による福祉避難
所の設置等､直接支援することも想定
すべきと考えるが､知事の所見を伺う｡

市町村が福祉避難所を速やかに開
設できるよう人材や資機材の支援や､開
設できない場合に備えた県による避難
所の設置について､検討を進める｡盲ろ
う者や医療的ケア児※3など､市町村で
は十分な受け入れ体制をとることが困
難な方の避難について､当事者の意見
も伺い､どう支援できるか検討する｡

がん治療における
県内拠点病院の連携
問

答

がん患者一人ひとりが最適な治療
を受けられるよう､がんセンターをはじ
め､県内の拠点病院が強みを共有し､
｢つなぐ体制｣を強化していくべきと考
えるが､知事の所見を伺う｡

県内の拠点病院等が行う最新の治
療法の情報を集約し､提供することや､
他の病院に効果的につなぐ取組につい
て､専門家や患者団体の意見を伺う｡が
んセンターでは､デジタル技術を活用し
た患者情報の共有や､病院間の連携に
ついて､必要な支援を検討する｡

移住等に向けた空き家の活用
問

答

市町村の空き家バンクを後押しす
るなど､本県への移住・定住に向けた取
組が重要と考えるが､空き家をどう活
用していくのか､知事の所見を伺う｡

市町村の個別課題に対し､今後は､
空き家対策の専門家を派遣し､成果等
を自治体間で共有することも検討する｡
今年度は､県西地域にコンシェルジュ機
能を持った相談員を配置した｡こうした
取組により移住・定住を促進していく｡

農地の活用
問

答

本県の都市農業を振興するため、
どう農地を活用していくのか、知事の
見解を伺う。
農地集積※4の更なる促進に向け、

貸し手の情報を収集し、見える化した上
で、意欲ある担い手にプッシュ型で貸付
けを働き掛ける新たな仕組の構築を検
討する。また、貸借が可能となった農地
を担い手の意向に即した耕作しやすい
農地になるよう、本県独自のきめ細か
い基盤整備を行いたい。今後、市町村
農業委員会や農業団体と連携し、こうし
た取組により農地集積を促進させるこ
とで、都市農業を振興していく。

障害者支援施設等における
虐待事案への対応
問

答

障害者支援施設の指定管理者制度
による運営の改善や、社会福祉法人の
ガバナンスの適正性担保のための取
組について､知事の所見を伺う｡
指定管理者制度の運営改善に向け

て､複数法人による共同提案方式を導
入した｡また､県は監査を通じて､法人運
営の改善につなげてきたが､更に理事
以外の役員へのヒアリングの実施や市

放課後児童クラブの
待機児童対策
問

答

放課後児童クラブの待機児童対策
や利用料負担の軽減に、今後どう取り
組んでいくのか、知事の見解を伺う。
市町村に対し、今年度県が創設し

た整備費補助や、国が創設した常勤の
放課後児童支援員を新たに複数配置
した場合の補助の活用を促す。また、
県では、支援員の業務負担軽減のため、
資格を持たない補助者の活用を検討
するほか、今年度から始めた放課後児
童クラブの利用料の一部を補助する
取組について補助対象の拡大を検討

そこで得た効果的な取組を他の河川に
も広げ､流域治水の取組を進めていく｡

町村との合同監査の実施など､指導を
徹底していく。

する。国に対し、補助制度の創設を要
望していく。

2 用語解説は、3面に掲載しています。
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今回の一連の予防着陸に至った原因や安全対策､米軍
機の安全性に関する情報提供を国に求めていく｡また､
万一､航空機事故等が発生した場合､迅速かつ確実に必
要な情報提供がなされるよう､改めて国に働き掛けていく｡

昨年度の出願システムで発生した不具合について徹底
した検証を行い､ＳＭＳ認証への修正のほか､本番サイ
トの稼働時期や承認処理日程の見直しなど､再発防止策
を講じた｡引き続き緊張感をもって､運用に努めていく｡

育児休業等の職員代替としての正規職員の採用は､今
後の国の対応を注視する｡応募者を増やす取組は､今年
度実施した年２回目の採用試験が約９倍の応募であった
こと等を踏まえ､今後も工夫や見直しを検討する｡

プロジェクトを､子ども自身が事業化し､実現する仕
組に発展させることを検討する｡審査も子どもが中心に
行い､名称も子どもから募集するなど工夫する｡また､
企業等に資金面の支援や事業化への協力を呼び掛ける｡

一 般 質  問 紙面の都合上、質問・答弁の一部を掲載しています。詳しくは、２月中旬に県議会ホームページに掲載される県議会会議録をご覧ください。

会派名・選挙区は、質問時点のものです。
質問順は左上から下に続きます。12月4日 水・5日 木12月4日 水・5日 木

用語解説 ２
面

３
面

総 務 政 策
常 任 委 員 会

防 災 警 察
常 任 委 員 会

厚 生
常 任 委 員 会

産 業 労 働
常 任 委 員 会

建 設・企 業
常 任 委 員 会

文 教
常 任 委 員 会

103万円の壁、障害者活躍推進
計画、Web3※12、未病（ME-BYO）
の改善などについて質疑を行い
ました。

「愛名やまゆり園虐待事案に関する
第三者委員会中間報告書」を受けて
の対応、中井やまゆり園の状況、神
奈川県社会的養育推進計画の改定、
かながわ子ども・若者みらい計画（仮
称）などについて質疑を行いました。

中小企業支援の現状、かながわ
労働プラザの指定管理者の選定
基準等、収入証紙の廃止、伴走支
援型特別融資などについて質疑
を行いました。

神奈川版ライドシェア、県立都市
公園の利用状況、リニア中央新幹
線の整備、県営水道お客様コール
センターにおけるカスタマーハラ
スメント対策などについて質疑を
行いました。

教員の働き方改革、児童・生徒の
問題行動・不登校等調査結果、元
野庭高校雨水地下貯留施設設置
工事、インクルーシブ教育※14の
理解推進などについて質疑を行
いました。

地域防犯カメラ設置事業及び特殊詐欺被
害防止対策推進事業、地震被害想定の見
直しと新たな地震防災戦略、くらし安全防
災局所管条例の見直し結果、性犯罪・性暴
力被害者ワンストップ支援センター「かなら
いん※13」などについて質疑を行いました。

水源環境保全・再生施策の検討状
況、環境保全基金の活用、県産水
産物の付加価値向上への支援、
災害廃棄物処理対策などについ
て質疑を行いました。

指定管理者の選定基準、県民ホー
ルの取組、収入証紙の利用終了、三
浦半島地域の観光振興などについ
て質疑を行いました。

環 境 農 政
常 任 委 員 会

文化スポーツ観光
常 任 委 員 会

常任委員会で質疑された主な項目

大規模災害に備えて､消防団の活性化を図ることが重
要だが､どう取り組んでいくのか､知事の見解を伺う。

自民党
茅ヶ崎市ます　晴太郎

せいたろう

人口ビジョンの改訂､茅ヶ崎ゴルフ場､道の駅の活用による観
光プロモーション､ＦＣＶ※5の普及などについて質問しました。

大規模災害に備えた
消防団の活性化

このほか

問

消防団員の利用に特典を付与する「消防団応援の店」､
消防団活動に協力する事業所のＰＲ支援や入札を優遇す
る「消防団協力事業所表示制度」､消防団への財政支援､
消防訓練施設の機能の向上と休日開放､オンライン教育
の展開といった取組を通じ､活性化を図っていく｡

答 公募に２者から応募があり､インターナショナルスクー
ル建設の提案事業者を優先交渉権者に選定した。提案では
一般向けの店舗等の設置や体験プログラム等も予定され
ており､地域の更なる活性化に向け､事業者と連携協力
し､提案内容の速やかな実現を目指していく。

答

来年２月頃に運用開始予定の､警察情報に関する総合
モバイルアプリケーションの中で､自転車等の交通ルー
ルの学習コンテンツを搭載する。クイズをクリアすると
協賛事業所で割引等を受けられる特典も想定しており､
多くの方の利用に向け､周知広報活動を行っていく。

答

救急医療体制の機能維持のため､救急病院と後方支援
病院によるワーキンググループの開催や､医療従事者の
職場環境への支援を行っている｡産科･小児科については､
施設整備への補助制度を創設した｡今後は開業希望の医
師と医師会との協議の場の設定等の支援を行っていく。

答

相次ぐ米軍ヘリコプターの予防着陸を受け､今後､県
民の方々の安全・安心の確保に向け､どう取り組んでい
くのか､知事の所見を伺う｡

立憲民主党・かながわクラブ
茅ヶ崎市平野 みぎわ

ひらの

厚木精華園の方向性､流産や死産を経験された方への周産期
グリーフケア※6､公立学校のいじめ問題などについて質問しました。

相次ぐ米軍ヘリコプターの
予防着陸

このほか

問

答

必要な教員数を確保するため､産休･育休の代替分も
見込んだ正規教員の採用計画や教員採用試験の応募者を
増やす取組が必要と考えるが､教育長の所見を伺う｡

かながわ未来
横浜市南区岸部　都

きしべ みやこ

医師の勤務環境改善への支援､困難な問題を抱える若年女性
への支援､不登校児童への支援などについて質問しました。

教員不足の解消

このほか

問

答

｢子ども・若者みらい提案実現プロジェクト｣の実施
状況を踏まえ､子どもが発想力等を最大限発揮できる仕
組について､今後どう取り組むのか､知事の所見を伺う｡

公明党
横浜市鶴見区鈴木　ひでし

すずき

県立病院でのスマートな受診スタイル､障がい当事者等の心
の見える化､指定管理施設の魅力向上などについて質問しました。

子どもが発想力や行動力を
最大限発揮できる仕組

このほか

問

答

県有地である湘南国際村ＢＣ地区※8の公募に関する
現在の状況と今後の対応について､知事の見解を伺う。

自民党
横須賀市田中　洋次郎

たなか ようじろう

医療機関のサイバーセキュリティ対策､地域まるごとホテ
ル※9の取組､企業誘致の推進などについて質問しました。

湘南国際村※7の更なる活性化

このほか

問

令和７年度における県立高等学校の入学者選抜の円滑
な実施に向け､インターネット出願システムの運用につ
いて､どう取り組むのか､教育長の所見を伺う。

立憲民主党・かながわクラブ
横浜市緑区古賀　照基

こが てるき

職員採用に向けたインターンシップの活用､ユニバーサル
ミュージアム※10の取組､障がい者の投票支援などについて質問しました。

県立高等学校の入学者選抜

このほか

問

答

自転車等の安全利用に向けたモバイルアプリケーショ
ン※11の活用について､警察本部長の見解を伺う。

自民党
横浜市磯子区あらい　絹世

きぬよ

求職意欲喪失者の支援､中小企業のビジネスケアラー支援､
「昭和100年」に向けた県の取組などについて質問しました。

自転車等の安全な利用への
モバイルアプリの活用

このほか

問

県央医療圏における救急や産科･小児科等の医療提供
体制にどう取り組んでいくのか､知事の見解を伺う｡

自民党
綾瀬市綱嶋　洋一

つなしま よういち

厚木基地の騒音問題､能登半島地震を踏まえた地震防災戦略､
耕畜連携､寺尾上土棚線の延伸などについて質問しました。

県央医療圏における
医療提供体制

このほか

問

議会かながわやテレビ放送など、県議会の広報に関す
るアンケートをインターネット上で行っていますので、
ご協力をお願いします。
お寄せいただいた回答は、今後の広報活動
等の参考とさせていただきます。

議会広報ミニアンケート
協力のお願い 

議会広報ミニアンケート
協力のお願い 

議会広報ミニアンケート
協力のお願い 

アンケートはこちら

※１　医療安全
　医療ミスの予防など、医療の過程全体において患者の安全を確保
するための概念のこと。
※2　校務DＸ
　紙ベースの校務を単にデジタルに置き換えるのではなく、クラウド
環境を活用した業務フロー自体の見直しや外部連携の促進、データ
連携による新たな学習指導・学校経営の高度化により、教育現場の
効率化と質の向上を目指す取組のこと。
※3　医療的ケア児
　生活する中で医療的ケアを必要とする子どものこと。医療的ケアと
は、たんの吸引や鼻などから管を通して栄養剤を流し込む経管栄養
など、在宅で家族が日常的に行っている医療的介助行為のことで、
医療行為と区別している。
※4　農地集積
　農地を所有し、又は借り入れること等により、利用する農地面積を
拡大すること。
※5　ＦＣＶ
　水素を燃料として走る車のこと。ＦＣＶの普及によってＣＯ₂を削減す
ることができる。
※6　周産期グリーフケア
　流産や死産、新生児死亡といった「周産期における子どもとの死別」
を経験した方へ心身の適切な支援をすること。
※7　湘南国際村
　三浦半島に平成６年に開村した、国際的視野に立脚した学術研究、
人材育成、技術交流、文化交流の推進を目的とする国際交流拠点。
複数の研究施設、研修施設等から成る。
※8　ＢＣ地区
　湘南国際村の中で緑の再生・保全と自然環境を活かした活用を行
うこととしているエリア。今回BC地区のうち仮設駐車場と「めぐりの
森」の一部の利活用事業の優先交渉権者が公募で選定された。
※9　地域まるごとホテル
　県が三浦半島地域で進めている、宿泊、食事、買い物、体験等の様々
な事業者が、地域一体となって、歴史、文化、産業等といった地域
固有の魅力を活かしたストーリー性のあるパッケージを作ることによ
り、観光客が回遊して楽しむことができる新たな滞在スタイルを提供
する取組。
※10　ユニバーサルミュージアム
　性別、年齢、障がいの有無、国籍、言語、宗教、文化を問わず、
すべての人が利用できる美術館や博物館などの施設のこと。
※11　モバイルアプリケーション
　スマートフォンやタブレットなどの携帯可能なデバイス上で動作す
るソフトウェアプログラム。「スマホアプリ」などと略称される。
※12　Ｗeｂ３
　ブロックチェーン技術を基盤とする分散型ネットワーク環境であり、
プラットフォーマー等の仲介者を介さずに個人と個人がつながり、双方
向でのデータ利用・分散管理を行うこと。
※13　かならいん
　かながわ性犯罪・性暴力被害者ワンストップ支援センターのこと。
性犯罪や性暴力にあわれた方等の支援を行っている。
※14　インクルーシブ教育
　共生社会の実現に向け、障がいの有無等によらず、すべての子ど
もが同じ場で共に学ぶ取組のこと。
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議案と各会派の賛否 令和7年第1回定例会・
会議等の予定

会期：2月12日から3月25日まで（42日間）

※議会の日程は、変更される場合があります。
※最新の日程は、県議会ホームページでご覧いただくか、議会局まで
お問い合わせください。

○は賛成×は反対
（会派名：左から　自民党、立憲民主党・かながわクラブ、かながわ未来、公明党、日本維新の会、共産党、
　　　　　　　 立憲神奈川ネット、わが町、港南の会、県政会、創和会、高津自由の会、清進の会）

議案の分類 議 案 名 審議
結果

自
民
立
民
未
来
公
明
維
新
共
産
立
ネ
わ
町
港
南
県
政
創
和
高
津
清
進

議会かながわ・議会広報全般についての
ご意見・ご感想を、お寄せください。

（045）210-7564　　 （045）210-8907☎ FAX
■政策調査課広報・調整グループ

検索神奈川県議会  本会議 12月19日
https://www.pref.kanagawa.jp/gikai/proceedings/
3020241219.html

本会議に提案された意見書等の全文は
県議会ホームページに掲載しております。

▶提案された意見書等

県議会議員と関東学院大学の大学生
との意見交換会を実施しました

　令和６年11月29日に県庁で開催した意見交換
会には、県議会から、議長、副議長及び議員10名
（開かれた議会づくり検討小委員会委員及び関東
学院大学出身議員）が、関東学院大学からは学生
15名に加え、出石法学部教授・法学部長ほか教職
員３名が参加しました。
　意見交換会では、県議会議員10名と学生15名が、
４つのグループに分かれて、「どのようにしたら若者
が政治・議会に関心を持つか」をテーマにグループ
ワークを実施し、活発な議論が交わされました。
　参加した学生からは、「議員に対する関心が高
まった」、「今後も参加したい」などの感想があり、学
生に、県議会や県議会議員に対する興味や関心を
高めてもらう有意義な機会となりました。

政務活動費に係る領収書などの
ホームページ公開を開始しました

　政務活動費の更なる透明性の向上を図るため、
政務活動費連絡会において、政務活動費に係る領
収書などの証拠書類を神奈川県議会ホームペー
ジ上で公開することについて、検討してきました。
　検討の結果、令和５年度５月交付分以降の領収
書などの証拠書類の写しを令和６年11月29日か
ら県議会ホームページに掲載いたしました。

可決された意見書等

ご意見・ご感想はこちら

政務活動費連絡会の会議の様子

https://www.pref.kanagawa.jp/docs/
t4s/shuushihoukokusho3.html

2月12日（水）

13日（木）

17日（月）

18日（火）

19日（水）

21日（金）

25日（火）

26日（水）

12日（水）

13日（木）

14日（金）

17日（月）

18日（火）

21日（金）

24日（月）

25日（火）

28日（金）

3月3日（月）

4日（火）

5日（水）

6日（木）

7日（金）

10日（月）

議会運営委員会、本会議（知事提案説明）、議案説明会

議案説明会

本会議（代表質問）

本会議（代表質問）

本会議（代表質問）

本会議（一般質問）

本会議（一般質問）

議会運営委員会、本会議（一般質問、付託）

予算委員会

予算委員会

予算委員会

予算委員会

常任委員会（全委員会）

議会運営委員会、本会議（採決）

議会運営委員会

議会運営委員会、本会議（採決）

常任委員会
（総務政策、防災警察、文化スポーツ観光、環境農政）

常任委員会
（総務政策、防災警察、文化スポーツ観光、環境農政）

常任委員会
（厚生、産業労働、建設・企業、文教）

常任委員会
（厚生、産業労働、建設・企業、文教）

常任委員会
（総務政策、防災警察、文化スポーツ観光、環境農政）

常任委員会
（厚生、産業労働、建設・企業、文教）

特別委員会
（共生社会、安全安心、産業振興、社会・健康対策）

令和６年度
補正予算
（7件）

条例の制定（１件）

契約
（2件）

その他
(6件)

条例の
一部改正
（20件）

人事（1件）

議員派遣
（2件）

令和５年度決算
（2件）

一般会計補正予算（第４号）
水源環境保全・再生事業会計補正予算（第１号）
県営住宅事業会計補正予算（第１号）
水道事業会計補正予算（第１号）
電気事業会計補正予算（第１号）
酒匂川総合開発事業会計補正予算（第１号）
一般会計補正予算（第５号）
神奈川県こども目線の施策推進条例
地方税法第37条の２第１項第４号に掲げる寄附金を受け入れる特定非営利活動法人等を定める条例
神奈川県条例等の公布に関する条例
事務処理の特例に関する条例
任期付職員の採用等に関する条例
収入証紙に関する条例
神奈川県手数料条例
児童福祉施設の設備及び運営に関する基準を定める条例
保護施設等の設備及び運営に関する基準を定める条例
神奈川県総合リハビリテーションセンター条例
宅地建物取引業法施行条例
港湾の設置及び管理等に関する条例
神奈川県建築基準条例
神奈川県警察官に対する支給品及び貸与品に関する条例
神奈川県迷惑行為防止条例
神奈川県道路交通法関係手数料条例
知事及び副知事の給与等に関する条例等
職員の給与及び通勤に要する費用の弁償に関する条例
学校職員の給与等に関する条例
任期付研究員の採用等に関する条例及び任期付職員の採用等に関する条例
県議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例
工事請負契約の締結（元野庭高校雨水地下貯留施設設置工事）
工事請負契約の変更（平塚保健福祉事務所秦野センター新築工事（建築－第１工区））
動産の取得（避難者用屋内テント）
指定管理者の指定（真鶴港）
指定管理者の指定の変更（総合リハビリテーションセンター）
訴訟の提起（応急仮設住宅の不適正居住者に対する建物明渡等請求事件）
当せん金付証票の発売
地方独立行政法人神奈川県立病院機構中期目標
公害審査会委員の任命
県政調査（スイス連邦、フランス共和国、９人）
県政調査（広島県、大阪府、７人）
公営企業決算及び流域下水道事業決算
一般会計歳入歳出決算及び特別会計歳入歳出決算

原案可決 〇〇〇〇〇〇〇〇〇 〇〇〇〇

原案可決 〇〇〇〇〇〇〇〇〇 〇〇〇〇

原案可決 〇〇〇〇〇〇〇〇〇 〇〇〇〇

原案可決 〇〇〇〇〇〇〇〇〇 〇〇〇〇

原案可決 〇〇〇〇〇×〇〇〇 〇〇〇〇

原案可決 〇〇〇〇〇×〇〇〇 〇〇〇〇

原案可決 〇〇〇〇〇〇〇〇〇 〇〇〇〇

原案可決 〇〇〇〇〇×〇〇〇 〇〇〇〇

原案可決 〇〇〇〇〇〇〇〇〇 〇〇〇〇

原案可決 〇〇〇〇〇〇〇〇〇 〇〇〇〇

原案可決 〇〇〇〇〇〇〇〇〇 〇〇〇〇

原案可決 〇〇〇〇〇〇〇〇〇 〇〇〇〇

同意 〇〇〇〇〇〇〇〇〇 〇〇〇〇

原案可決 〇〇〇〇××× ×〇 〇〇〇〇

原案可決 〇〇〇〇〇×〇〇〇 〇〇〇〇
原案可決 〇〇〇〇〇×〇 ×〇 〇〇〇〇

原案可決 〇〇〇〇〇×〇〇〇 〇〇〇〇

認定 〇〇〇〇〇×〇〇〇 〇〇〇〇

可決された意見書【４件】

いわゆる「１０３万円の壁」の見直しと合わ
せて地方自治体の税収減対策等の検討
を求める意見書
障がい者及び難病患者の更なる雇用拡
充を求める意見書
自動運転移動サービス等の社会実装に
向けた環境整備を求める意見書
公立学校の体育館等への空調設備整備
助成制度の拡充を求める意見書

●

●

●

●

意見書案提出書
（令和6年12月18日）

請願文書表
（令和6年12月5日）

収支報告書等の状況
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議会かながわは、県議会の審議の概要や活動内容を、年4回お知らせしており、新聞折り込み、県庁、市町村窓口、一部の金融機関、駅、コンビニ等でも配布しています。
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